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や
民
間
保
育
所
分
園
の
施
設
整

備
を
支
援
す
る
。
財
政
面
を
は

じ
め
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
く

と
考
え
ら
れ
る
が
、
創
意
工
夫

を
図
り
、
財
源
の
確
保
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
地
域
再
生
、
い

わ
ゆ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
。

問
　
地
方
交
付
税
の
交
付
団
体

か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

市
長
　
市
民
が
「
平
塚
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
活
気

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
地
方
の
自
立
に
不
可
欠
な

税
収
の
ア
ッ
プ
を
図
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
還
元
す
る

こ
と
で
好
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
将
来
負
担
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
中
・
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
事
業
の
「
選
択
と
集

中
」
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長
　
26
年
度
予
算
に
お
け
る

事
業
は
、
今
後
も
少
子
高
齢
化

の
急
激
な
進
行
に
よ
る
社
会
保

障
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
将
来
平
塚
が
発

展
す
る
た
め
の
投
資
と
な
る
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
過
度
な

負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
必
要

性
や
熟
度
、
財
源
の
有
無
な
ど

に
基
づ
い
て
選
択
し
た
。

問
　
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
対

策
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
施
策

を
短
・
中
・
長
期
に
わ
た
っ
て

産
業
振
興
計
画
に
反
映
さ
せ
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
本

市
の
成
長
戦
略
を
伺
う
。

市
長
　
さ
が
み
縦
貫
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
道
路
網
の
整
備
が

進
み
、
本
市
が
大
き
く
発
展
し

て
い
く
可
能
性
が
非
常
に
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
逃
す
こ
と
な
く
、
企
業
の
誘

致
や
規
模
拡
大
、
中
小
企
業
の

経
営
の
安
定
化
や
発
展
、
創
業

や
農
商
工
連
携
、
六
次
産
業
化

の
促
進
な
ど
を
国
の
支
援
策
も

活
用
し
な
が
ら
展
開
し
て
い

る
。
今
後
も
創
業
や
事
業
拡
大

に
至
る
一
連
の
支
援
策
の
拡
充

を
図
る
と
と
も
に
、
国
の
新
た

な
支
援
制
度
も
踏
ま
え
、
短
・

中
・
長
期
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
施
策
を
構
築
し
、
26
年
度
に

改
訂
を
予
定
し
て
い
る
産
業
振

興
計
画
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

26
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

問
　
要
介
護
認
定
の
う
ち
、
要

支
援
の
1
と
2
が
平
成
27
年
度

に
介
護
保
険
の
予
防
給
付
か
ら

外
れ
、
市
で
実
施
す
る
地
域
支

援
事
業
に
移
行
す
る
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

福
祉
部
長
　
予
防
給
付
の
う
ち
、

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
を
平
成

29
年
度
末
ま
で
に
地
域
支
援
事

業
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
現
段
階
で
は
国
の
方
針

が
確
定
し
て
い
な
い
が
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
、
地
域
資
源

の
活
用
に
よ
っ
て
効
果
的
か
つ

効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
次
期
計
画
の
中
に

位
置
づ
け
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

教
育
長
に
問
う

い
じ
め
防
止
基
本
方
針

問
　
国
や
県
の
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ

を
踏
ま
え
た
、
本
市
や
各
学
校

に
お
け
る
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
は
い
つ
策
定
す
る
の
か
。

教
育
長
　「
平
塚
市
い
じ
め
防

岩
田
　
耕
平 

議
員

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備	

推
進
事
業
の
現
状

問
　
全
国
各
地
で
多
く
の
都
市

計
画
事
業
が
破
綻
し
て
い
る
。

本
市
の
都
市
計
画
で
あ
る
ツ
イ

ン
シ
テ
ィ
整
備
推
進
事
業
に
関

し
、
後
世
に
誇
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
覚
悟
は
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
本
市
や
周
辺

市
町
の
在
り
様
が
著
し
く
変
化

し
て
い
く
中
で
、「
今
、
止
め

て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
機
を
逃

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
覚

悟
で
大
神
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
過
去
の
議
会
で
、
こ
の
事

業
に
慎
重
な
権
利
者
へ
の
対
応

と
し
て
「
必
要
が
あ
れ
ば
説
明

に
行
く
」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
態
度
で
市
民
目
線

の
行
政
運
営
が
で
き
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
権
利
者
に
対

し
て
は
、
誠
意
を
も
っ
て
検
討

の
経
過
や
事
業
内
容
な
ど
を
説

明
し
て
い
く
。

問
　『
誠
意
を
も
っ
て
』
と
の

こ
と
だ
が
、
過
去
の
議
会
で
私

が
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
市
長
の
利
害
関
係

を
た
だ
す
と
、
個
人
の
利
害
関

係
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
、
昨
年
の
12
月
定

例
会
で
は
、
市
長
は
事
業
地
内

で
の
自
身
の
土
地
取
得
を
謝
罪

し
て
い
る
。
こ
れ
は
答
弁
の
訂

正
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

市
長
　
私
の
土
地
取
得
問
題
で

そ
の
よ
う
な
思
い
を
持
た
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
お
詫
び
す
る

が
、
土
地
を
取
得
す
る
段
階
か

ら
利
害
を
求
め
た
こ
と
は
一
切

な
い
。

問
　
多
額
の
税
金
の
投
資
は
、

本
市
全
体
の
利
益
に
つ
な
が
る

こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。
市
は

こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
先
端
技
術
産

業
の
集
積
や
流
通
の
高
度
化
を

進
め
て
い
く
中
で
、
税
収
な
ど

の
面
で
効
果
が
出
て
く
る
と
思

う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問
　
先
日
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
に

関
す
る
学
習
会
が
あ
っ
た
が
、

本
事
業
を
は
じ
め
、
大
型
の
事

業
を
実
施
す
る
際
は
情
報
を
公

開
し
て
透
明
性
を
確
保
し
て
い

松
本
　
敏
子 

議
員

平
成
２６
年
度

施
政
方
針
か
ら

問
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景

気
回
復
と
い
う
が
、
市
民
生
活

は
物
価
の
値
上
が
り
や
消
費
税

増
税
で
厳
し
く
な
る
。
市
内
中

小
業
者
へ
の
底
上
げ
策
を
伺
う
。

市
長
　
農
業
と
漁
業
、商
業
、飲

食
業
と
が
連
携
し
た
新
商
品
の

開
発
や
販
路
拡
大
が
動
き
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の

高
い
技
術
力
を
生
か
し
た
商
品

開
発
や
販
路
開
拓
、
起
業
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
若
者
が
「
平
塚
に
住
み
た

い
」
と
思
え
る
施
策
が
必
要
で

あ
る
。
小
児
医
療
費
の
助
成
の

拡
充
、
待
機
児
童
の
解
消
、
幼

稚
園
の
就
園
奨
励
、
高
等
学
校

等
の
就
学
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
小
児
医

療
費
の
助
成
の
拡
充
は
財
政
見

通
し
を
勘
案
し
検
討
し
た
い
。

保
育
園
で
は
改
築
や
分
園
の
整

備
で
定
員
の
８０
人
増
を
見
込
ん

で
お
り
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向

け
努
力
す
る
。

学
校
教
育
部
長
　
私
立
幼
稚
園

の
就
園
奨
励
費
は
、
国
の
補
助

拡
大
に
伴
い
市
も
負
担
す
る
。

高
等
学
校
等
就
学
支
援
事
業

は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

問
　
災
害
か
ら
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
発
災
直
後
の
自
主
防
災

組
織
の
防
災
力
を
高
め
る
訓
練

の
導
入
や
、
実
践
的
な
訓
練
手

法
の
提
案
を
し
て
、
防
災
意
識

を
高
め
て
い
く
。

問
　
昨
年
の
よ
う
な
豪
雨
に
よ

る
浸
水
へ
の
対
策
を
伺
う
。

市
長
　
岡
崎
、
横
内
、
中
原
地

区
で
浸
水
被
害
が
出
た
が
、
優

先
順
位
を
定
め
総
合
的
な
対
策

を
進
め
る
。
河
川
整
備
の
早
期

実
現
を
国
や
県
に
要
望
す
る
。

問
　
市
の
土
木
資
材
置
き
場
も

浸
水
し
た
が
、
対
策
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
災
害
時
の
作
業
拠

点
で
あ
る
た
め
、
緊
急
時
の
機

能
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
事
業

は
、
４０
数
年
前
の
新
幹
線
新
駅

誘
致
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
現
在

で
も
巨
額
の
投
資
を
す
る
価
値

が
あ
る
の
か
。

市
長
　
あ
の
一
帯
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
一
層
高
ま
り
、
価
値

が
あ
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

問
　
市
長
自
ら
地
権
者
と
話
し

合
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
議
員
時
代
か
ら
議
論
を

呼
び
か
け
て
き
た
が
実
現
し
て

い
な
い
。
市
、
県
、
土
地
区
画

整
理
組
合
設
立
準
備
会
が
懸
命

に
説
明
し
、
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

教
育
委
員
長
に
問
う

問
　
国
の
教
育
委
員
会
制
度
改

革
案
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
委
員
長
　
教
育
は
一
人
一

人
の
成
長
を
支
援
す
る
息
の
長

い
、
奥
の
深
い
営
み
で
あ
る
。

時
の
権
力
に
左
右
さ
れ
ず
多
様

な
意
見
を
集
約
で
き
る
機
関
が

重
要
だ
。
首
長
の
権
限
が
強
化

さ
れ
る
点
で
心
配
も
あ
る
。

市
民
病
院
経
営
計
画

問
　
新
棟
建
設
費
１
４
２
億
円

の
返
済
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
平
成
25

～
28
年
度
の
企
業
債
の
年
間
償

還
額
は
約
５
億
円
で
あ
る
。
加

え
て
28
年
度
は
南
棟
解
体
に
伴

う
一
括
償
還
を
す
る
。
29
～
32

年
度
は
施
設
整
備
と
医
療
機
器

の
償
還
が
毎
年
約
10
億
円
と
な

り
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
最
終

的
な
償
還
完
了
は
借
り
入
れ
か

ら
30
年
後
に
な
る
。

平
塚
市
の
墓
地
政
策

問
　
市
に
墓
地
建
設
の
協
議
書

が
提
出
さ
れ
た
が
、
市
民
生
活

に
建
設
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
判
断

し
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長
　
厳
格
に
審
査
し
て

い
る
。
今
後
、
条
例
を
基
に
宗

教
法
人
が
墓
地
経
営
を
決
議
し

た
議
事
録
や
預
金
、寄
付
金
申

込
書
な
ど
を
審
査
す
る
。
広
域

的
な
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
、

地
域
の
安
全
性
を
確
認
す
る
。

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
学
習
会
は
事

業
の
説
明
や
意
見
交
換
を
行
う

貴
重
な
場
で
あ
る
。
今
後
も
市

民
や
議
会
と
情
報
を
共
有
し
て

い
き
た
い
。

問
　
今
定
例
会
で
、
昨
年
議
決

し
た
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区

土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
準
備

会
に
支
出
す
る
調
査
費
補
助
金

を
減
額
す
る
補
正
予
算
案
が
突

然
提
出
さ
れ
た
。
適
切
な
経
過

報
告
が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

都
市
整
備
部
長
　
今
回
の
補
正

予
算
は
、
土
地
区
画
整
理
組
合

設
立
の
認
可
時
期
の
変
更
に
伴

い
、
費
用
を
減
額
補
正
し
た
も

の
で
あ
る
。

問
　
補
助
金
の
支
出
は
、
市
民

が
納
得
で
き
る
形
で
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
補
助
金
の
内

容
を
精
査
し
、
透
明
性
を
確
保

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

住
民
と
の
合
意
形
成
は

で

き

る

の

か

問
　
先
日
、
私
た
ち
の
会
派
で

寒
川
町
を
訪
問
し
、
同
町
の
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
の
説
明
を
受
け
、
合
わ
せ

て
平
塚
市
の
取
り
組
み
に
対
す

る
評
価
な
ど
も
聞
い
た
。
本
市

で
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
事
業

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
土
地
区
画
整

理
組
合
設
立
準
備
会
や
神
奈
川

県
と
連
携
し
、
権
利
者
の
合
意

形
成
、
都
市
計
画
手
続
き
な
ど

を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
寒
川
町
は
広
域
道
路
網
の

整
備
を
進
め
る
た
め
に
、
住
民

と
の
意
見
合
意
を
し
っ
か
り
築

い
て
い
る
。
本
市
も
も
う
一
度

住
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
事
業

手
続
き
を
再
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
本
市
で
も
住

民
と
の
意
見
合
意
の
部
分
を
無

視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
の
面
整
備
や
都
市

計
画
決
定
、
橋
や
駅
に
つ
い
て

も
同
時
に
進
め
て
い
る
。

問
　
計
画
に
対
す
る
反
対
運
動

の
看
板
が
計
画
地
内
に
た
く
さ

ん
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
を
放
置
し
た
ま
ま
事
業
を
進

め
る
の
か
。
市
民
の
絆
を
大
切

に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
勇
気
あ

る
撤
退
も
必
要
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
反
対
運
動
を

し
て
い
る
方
た
ち
と
誠
意
を

も
っ
て
話
し
合
い
、
理
解
を
得

て
い
く
。

【
↙
２
面
か
ら
の
続
き
「
公
明
ひ

ら
つ
か
」
代
表
質
問
】

平

塚

ク

ラ

ブ

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

止
基
本
方
針
」
は
平
成
26
年
1

月
に
暫
定
版
を
作
成
し
、
小
中

学
校
に
示
し
た
。
合
わ
せ
て
各

学
校
の
「
学
校
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
」
を
策
定
す
る
よ
う
小

中
学
校
長
に
指
示
し
た
。
各
学

校
で
は
26
年
3
月
末
ま
で
に
方

針
を
ま
と
め
、
26
年
度
当
初
に

「
学
校
便
り
」
な
ど
で
保
護
者

や
地
域
に
公
表
す
る
。

問
　
い
ち
早
く
い
じ
め
の
芽
を

摘
む
た
め
に
は
先
生
の
目
が
大

事
だ
と
思
う
が
、
教
員
が
多
忙

で
対
応
で
き
な
い
。
こ
の
解
消

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
工
夫

を
し
て
い
く
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
一
部
の

教
員
に
仕
事
が
重
な
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
こ
と
を
少
し
で
も
減

ら
し
、
組
織
的
に
物
事
に
当
た

る
体
制
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
る
。


